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ある有機物がサンゴ礁内で消費されたり,外洋に出

てもその酸化速度が速く,(7)式が左に進み,C02

が放出されるというものである.

また,光合成反応には窒素やリンなど栄養塩が必

要であり,外洋で消費されるべき栄養塩がサンゴ礁

で消費されているとの栄養塩律速の考えもある.

3.2C02吸収説

サンゴ礁内で海水のpH,溶存酸素濃度など測定

すると,(7)式(光合成)が(6)式に対し卓越してお

り,サンゴ礁はC02吸収源とたっているとの説で

ある.また栄養塩の一つである窒素はラゾ藻類によ

り空中から固定されており,サンゴ礁では外洋から

の窒素が消費されていない可能性が報告されている

(山室,1991).

3.3問題点

3.1,3.2をまとめると①有機物の合成速度,②有

機物の酸化分解速度,③有機物の蓄積速度,④栄養

塩の物質収支などが明確になっていないことにた

る.これらの系統的,定量的たデｰタが不足してい

る現状では放出,吸収両方の説ともに決定打に欠け

ている.個人的には吸収説を支持したいが,上記①

～④のデｰタが測定され,海洋全体の炭素循環への

サンゴ礁の関わりが明確にされたいと結論が出せな

し･.

C02は海洋に永久に固定化される必要はない.

今後化石燃料が大量に使用される期問は100年程度

であるので,その間海洋でC02固定が促進されれ

ばよい.この程度の時間スケｰルで光合成された有

機物の挙動を明らかにすれぼ,サンゴ礁のC02に

対する役割も明確になる.

4.まとめ

サンゴ礁C02吸収/放出説の論点についてまとめ

た.

海洋が欠きたC02吸収源であることは明白であ

り,光合成の盛んに起こっている場合であるサンゴ

礁の役割を知ることは,大気中C02濃度上昇の抑

制策を考える上にも是非必要なことで,今後の建設

的な議論が期待される.
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サンゴ礁

サンゴ礁とは,炭酸カルシウム骨格を持つサンゴ

や石灰藻,有孔虫などの造礁生物カミ積み重なって礁

石灰岩を作り,海面近くまで防波構造物を作る地形

である.サンゴ礁は,庸北両緯度30度以内の熱帯

･亜熱帯の海域に分布する.とくに各大洋の西側に

多く分布するが,これは暖流が各大洋の西側を洗う

ためである.このことから,サンゴ礁の分布は,第

一に水温によって観定されていることが削る.サン

ゴ礁の地形は,陸地とサンゴ礁とが接した裾礁,陸

地とサンゴ礁との問に深さ数10mの礁湖(ラグｰ

ン)をもつ塁礁,中央に島のないリング状の環礁の

3つに大別される.琉球列島のサンゴ礁は,裾礁タ

イプである.

(茅根創)
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